
　

　と　き　平成２３年１１月２５日（金）10:15～12:15
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 9:45　開場 ）

　ところ　新潟県南魚沼市　北里大学保健衛生専門学院
　　   　 　南魚沼市黒土新田５００
　　　 　        ※裏面の案内図をご覧ください

　
　内　容　○　座長　斎藤トシ子先生
　　　　　（新潟医療福祉大学健康科学部健康栄養学科長/
　　　　　　(社)新潟県栄養士会副会長 ）

　　　 　○　発表
　　　 　  １  米粉活用可能性調査での仮説と提言（仮題）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗木成治さん
　       （認定NPO法人アレルギー支援ネットワーク総務担当理事）

 　　　     2  企業事例発表
　　　　　 ・株式会社美松　3大アレルギー対応の洋菓子開発
　　　　 　・鍋林株式会社　ロール式製麺機で製麺できる米麺ミックス粉
　　　　　　　　　　　　　 開発
　　　　 　・株式会社堀川　3大アレルギー対応の練り物製品開発
　
　　  　　３　パネルディスカッション

　　にいがた発「Ｒ10プロジェクト」の浸透により、米粉の利用が拡大
していますが、食物アレルギー対応食品としての「米粉」の可能性
を、患者関係者などのニーズに基づき、探ります。　ご参加お待ち
しています。

参加者
募集中

お問い合わせ、お申し込み先
　新潟県 農林水産部 食品・流通課 食品産業係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：平野、谷口）
 
　　 〒950-8570 新潟市中央区新光町４－１
　　　TEL：０２５－２８０－５３０６（直通）
　　　FAX：０２５－２８０－５５４８
　　　E-mail：ngt060040@pref.niigata.lg.jp
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　　①　インターネットによるお申し込み　＜11月14日（月）締切＞
　　　申込みフォームは、
　　　［新潟県健康ビジネス連峰政策ホームページ（www.kenko-biz.jp）］にあります。

 
　　 ②　FAXでのお申し込み　　＜11月15日（火）締切＞
　　　　別紙申込書に必要事項をご記入の上、お申し込みください。
　

　◆「食物アレルギー対応食品としての『米粉』の可能性」を探る個別会議
　　　　　新潟県農林水産部食品・流通課
　　　　　TEL：025-280-5306　　FAX：025-280-5548
　 ◆「うおぬま会議2011」全般
　　　　　新潟県産業労働観光部産業振興課
　　　　　TEL：025-280-5718　　FAX：025-280-5508

お申し込み方法

 

   北里大学保健衛生専門学院
 
　新潟県南魚沼市黒土新田５００
　℡　０２５－７７９－４５１１　FAX　025-779-4515
　http://www.kitasato-u.ac.jp/iikao/

会  場

健康ビジネス連峰政策 検　索

【車で】
  新潟方面
　北陸・関越自動車道
 【新潟西I.C】－【大和スマートI.C】
　　　　　　 　（または小出I.C）
　　　　　  約80分

  ※  大和スマートI.Cから会場までは
　     車で約5分
  ※  小出I.Cから会場までは
       車で約15分

　
 

【電車で】
　　新潟方面
　　【上越新幹線】新潟駅－浦佐駅
                    約40分
　
 ※　JR浦佐駅から会場までは送迎バス
   の運行を予定していますので、ご利用
   を希望される場合は、インターネット
　で参加申込み時に入力フォームにて
　事前にお申し込みください。

会場へのご案内

大和スマートI.CはETCゲート
ですのでご注意ください。

お問い合わせ



 

 

 

 

 

 

        

 

～ 健康ビジネスサミットうおぬま会議2011 ～ 
 
個別会議『食物アレルギー対応食品としての「米粉」の可能性』 

参 加 申 込 書 

 

※１１月１５日（火）までにご報告ください。 

 

 

団 体 名  

担当者氏名  

 

 

 

 

出席者氏名 

 

 住   所  

電   話  

Ｆ Ａ Ｘ  

 

 

 

ＦＡＸ０２５－２８０－５５４８ 

食品・流通課食品産業係 行 
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